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東京都江東および都北地区における工業用地下水補足調査報告

高　　橋 鯛＊

Report　oR　tke　S囎plementary　Investigatio甑of　th．e　Gro覗磁Water

　　　Sourees　in価，e　Eas亡em　a蝦Nor出em　Parts　of　Tokyo

by

Shigeru　Tak母hashi

Abstr＆ct

　　　By　the　supplementary　investigation　for　the　confined　water　used　in67factories　in　the

easter具and　northem　parts　of　Tokyo　metropolitan　districts，the　writer　found　that　the　number

ofwellsof250～300m，indepthincreasedンtheirrunningwaterlevelwasover60mfromthe
ground　surfαce　in　the　deepest　part　and　the　pumpage　of　each　well　decreased　to60～70％of　that

in　1931戸》1932．

　　　It　is　necessary　to　prohibit　the　heavy－pumping　on　anew　bored　wells　by　the　approval　of

the　industrial　water　law．

　　　　　　　　　　要　　旨

　1）東京都江東および一部都北地区ならびに埼玉県南

における用水型工場67事業所について，昭和35年前

半における用水源事情の実測調査を行なった。

　2）　調査対象工場における用水総取得量は576，000

m3／dayで大多数の工場では深井戸により地下水が利用

されており，その量は270，000m3／dayに達している。

　3）　現在地下水の収水深度は一般に100～250mのも

のが利用の対象になっているが，最近では250m以深の

帯水層も利用されるようになり，深度300m台の地下水

源に依存する傾向がみられる。

　4）地下水利用の増加は全般的に著しい地宇水の圧力

面低下を招き，現在その揚水水位は深度45～55mに達

している。そのもっとも深いものでは、60mを突破する

ものがあり，このような著しい水位の低下は地下水の揚

水がもはや限界にきていることをものがたっている。こ

とに圧力面低下のもっともひどい荒川・墨田区などでは

こ＼数年のうちに深井戸による地下水依存ができなくな

るのではないかと考えられる。

　5）揚水による地下水面の低下は当然地盤沈下をよび

井戸側管の抜け上がり，および井戸枠コンクリート基礎

の破損などがめだって多くなっている。また江東地区に

おいては地下水の塩水化が相当広い範囲にわたって進行

しており，そゐ揚水条件は質的にも著しい悪化の傾向を

示している。

1．まえがき

　東京都江東および都北地区ならびに埼玉県南にかけて

の一帯は，いまや本邦第一級の生産規模を示す工業地帯

にのしあがってきたが，その偉とんξ大部分の工場が，

地下水源に依存してその用水をえている。私たちはすで

’に先に（昭和31～32年）その調査を行ない，その後

も必要に応じて地下水監視を続けていたのであるが，こ

こ両3年来過大な揚水規模はますます異常な水位低下を

生じ，これに伴ない，地盤沈下もまたとみに激化の一途

をたどっているので，工業用水法による井戸規制を行な

うに必要な基礎的資料を補足，調整する目的をもって，

t昭和35年前半におけるこの一帯の地下水事情を実測調

査することとした。この報告はその調査結果を図表でと

りまとめ，、これに若干の説明を加えたものであって，昭

和35年9月21日開催の工業用水審議会に提出した報

告書の概要を記載している。

　なおこの調査には蔵田延男が参加して，とくに工業用

永法による地域指定，井戸の許可基準案の調製に必要な

資料の収集につとめた。

調査範囲

2．調査規模

＊　地質部
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　　　　汽呼

　　　　　　　　目懲蹄へ一．．

　　　　　　　　蝋
　　　　　　　　　　　宝酒造KK　　　　キリ』ビールK，K東京工場
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　　　　　　　　　　　　　第1図　東京都都北・

　東京都江東区から上流側墨田区・荒川区・足立区・

　北区および板橋区を経て，埼玉県南，川口市および

　戸田町を含む一帯

調査期間

　第1次昭和35年3月11日’》19日

　第2次同　　　5月11日～30日
調査対象工場数　67

3．工業用水の利用現況

江東地区の調査対象工場位置図

　調査の対象になった67工場における実地調査結果は，

第1表および第2表に示す通りであるが，その用水取得，

量はつぎの通りである。

用水総
取得量

地下水
取得量

河　水・

取得量
海水
取得量

上水道井戸
水使用量総本数

57589・27α・9522偽・9・ 3α…4＆6・51226

　　　　　　　　　　　　　　（単位　m3／day）

　調査対象工場における工業用水総取得童は，全部で

575，890m3／dayである。このうち地下水のみの利用量

は270，195m3／d縛に達し七いるが，未調査工場分を考

慮するとその量はゆうに300，000m／dayを超えるもの

と推定される。

　このような隅田川と荒川放水路にはさまれた江東三角・

地帯においては年々地下水の利用量の増加も手伝って全

域にわたって水位低下が生じている。とぐにこ＼掌年来

揚水に伴なう排砂はますます著しくなり，井戸群の相互

干渉を生じ，ポンプによる揚水量は一方的に減少し地下

水の供給はますます悪化した状態が拡がっている。昭和

31年に実施した前回の調査結果によると深井戸収水管

の分布はおもに200mどまりであって，主として深度

50～150mの間に集中して揚水が行なわれていた。しか

し今回行なった調査結果によると，そめ収水層深度は全

体としてな：がめると250m以浅に集中しており，さらに

250m以深の帯水層を利用する工場があちこちにあらわ

れている。そのもっとも深いものでは340mに達するも

のがあり，漸次深部の帯水層が利用されるに至ってきて

いる（第2図参照）。
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東京都江東および都北地区における工業用地下水補足調査報告（高橋

　　　　　　第1表東京都都北・江東の用水型工場現況（1）

凋）

　　　　　ヒ
（昭和35年5月現在ン

No

、1

2

3

4
5
6
7
8
9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22一

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

地区

戸田町

板橋区

〃

〃

ノノ

〃

北区

〃

〃

〃

〃

川口市

北区

〃

〃

〃

〃

〃　，

〃

〃

〃

〃

〃

足立区

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

’〃

〃

荒川区

〃

、〃

工 場 名

東洋ジルコニウムKK
　　　　　　　　戸田工場

日清製紙KK東京工場

大日本インキ製造KK
　　　　　　　　東京工場

志村化工KK
凸版印刷KK板橋工場

オリエンタル酵母工業KK

雪印乳業KK東京工場

日本製紙：KK東京工場

太平製紙KK王子工場、

中外製薬KK浮間工場

鈴木金属工業KK

日本麦酒KK川口工場

科研化学KK十条工場

宝酒造KK王子工場

十条製紙KK十条工場
日本加工製紙：K：K

大蔵省印刷局王子工場

保土谷化学工業KK
　　　　　　　第1製造所

日産化学工業KK王子工場
日本油脂K：K王』子工場

日本フエ々トKK王子工場

保土谷化学工業KK
　　　　　　　第2製造所

キリンビール：KK東京工場

東京製鉄KK
高崎製紙KK干住工場

日本皮革KK
日新染布KK本社工場

日清紡績KK
　　　　　西新井化成工場

東京電力KK花畑変電所

東京セロファン紙KK

三摂板紙KK

日建製紙KK

KK吾嬬製鋼所千住工場

平岡織染：KK

大和毛織KK本社
　　　　　　　南千住工場

鐘ケ淵紡績K：K南千住工場

所 在 地

埼玉県戸田町新曾上原
　　　　　　　　　6ン741

東京都板橋区志村西台町
　　　　　　　　　4，526

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

　〃　蓮根町

　〃　正長後2～13

　〃　志村町5
　〃　　　〃　2～1

北区袋町1～1，120
　〃　　　　　1～2，050

　〃　　？孚間町　2，494

　〃　　　　〃

　〃　，袋町1

埼玉県川口市並木町
　　　　　　　　1～2，844

東京都北区十条1，894

〃

〃

〃

〃

〃

〃　堀船町3～7

〃　王子5～1

〃　北十条2

〃　王子3～400
ノノ　　　ノノ　　3～400

敷地
（m2）

82，500

33，000

46，000

75，900

52，800

11，655

』19，800

66，000

23，100

52，800

16，370

101，273

21，450

41，514

114，600

33，340

58，624

31，336

　〃　　　　〃　　豊島　5～4　　　280，500

　〃　　　　〃　　　　〃　　4～13　　　36，430

　〃　　　　　〃　　　　〃　　8～30　　　34，580

　〃　　〃　紙町　　　　　　　一

　〃　　〃　堀船町4～2　6，600

　〃　足立区千住関屋町46・　　一

　〃　　〃　千住東町76　　7，900

　〃　　〃　千住緑町1，～1105，260

　〃　　〃　与野町388　33，000

　〃　　〃　栗原町1，090170，800

　〃　　〃　六町963　　39，600

　〃　　〃　南鹿浜町61　33，000

　〃　　〃　新田上町340 178，『200

東京都足立区千住元町　　　14，454
　　　　　　　　　69～71

　〃　　〃　千住曙町1

　〃　 荒川区三河島
　　　　　　　　3～2，900・　6，600

　〃　　〃　南千住7～1110，031

〃 〃 〃　10～20

地下水

m3／day

1，000

12，000

5，000

13，500

5，300

4，060

7，000

25，000

4，500

3，300

1，000

8，000

工，735

5，000

8，500

1，800

．4，000

1，800

8，500

2，600

1，800

3，500

7，000

3，600

8，000

2，000

2，800

1，200

3，800

13，500

1，200

1，200

河川水

m3／面y

　660－

1ン240

75・5・1・・4・・

20，000

5，760

16，000

7，200

海水
m3／day・

上水
’道水

m3／day’

45

250

160

1，500

40

600

20

用水総
取得量
m3／day

1，000

12，000

5，000

13，500

5，300

4，060

7，000

25，000

4，500

3β00
1，000

8，000

1ン780

5，000

28，500

1，800

9，760

1，800

24，750

2，760

1，800

、3，500

7，000

8，700

3，640

8，600

2，000

2，800

1，200

3，800

13，500

1，200

1，200

　660L

L260

井

戸
本
数

1，400

1

2

3

5
4
4
5
10

2
4
4
7

3
4
3
2
3
2

8
5
3
4

6
0
3
8
2
3

2
4
4
2

1

2
4

3・
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・第1表（2）

No

37

’38

39

40

41

地区

荒川区

　〃

〃

　〃　・

墨田区

42　〃
43　・〃

44　＝〃

45・、〃

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

ノノ

〃

〃

〃

〃

江東区

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

江戸
川区

〃

ノノ

〃

〃

〃

〃

葛飾区

〃

工，　場 名

大日本紡績KK東京工場

東京瓦斯KK干住工場

旭電化工業KK尾久工場ー

キングレコ」ド：KK

鐘ケ淵紡績KK東京工場

KK資生堂東京工場

永柳コル久工業KK

明治製革KK本社工場

アヅマ製氷冷蔵1くK
　　　　　　向島工場
朝日麦酒：KK吾妻橋工場

電気化学工業KK本所工場

東洋紡績K：K向島染色工場

K：K吾嬬製鋼所吾嬬工場

花王石鹸KK東京工場

三菱鋼材KK本社製作所

日東化学工業KK中川工場

日曹製鋼KK大島工場

東和醸造KK東京工場

西製鋼KK本社工場

東京ハードボード工業KK

藤倉電線K：K本社工場

日新製糖KK豊洲工場

ライオン油脂K：K平井工場

名古屋精糖KK東京工場

日本化学工業KK
　　　　小松川南工場
　〃　　〃　　〃　北工場

日産化学工業KK
　　　　　小松川エ場
第一製薬：KK船堀工場

目軽アルミニユrムKK

聯合紙器KK東京第2土場

森永乳業K：K東京工場

所　　在 地

東京都荒川区南千住10～1

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

　〃　　　　〃　　3ヴ101

　〃尾久町9～2，850

　〃　　　　　〃　　6～440

墨田区隅田町
　　　2～1，612

　〃　寺島町4～70
　〃　　　　〃　　　4～25

　〃吾嬬町東6～30
　〃　　　　〃　　　7’》16

　〃　吾妻橋

　〃　横川橋5～4

　〃吾嬬町西2～1
　〃　　　　F　　東4’》93

　〃　　〃　1～1

江東区大島町6～380

〃　　　〃

〃’　　〃

〃　　　〃

〃　　　〃

〃　　　〃

〃　　　〃

〃　　　〃

　〃　7～915

　〃　1～5

南砂町1～950

　〃
　9～2，471

　〃
　9ん2，458

平久町1～4

深川豊洲町

　　　4～1
〃　江戸川区平井
　　　　　3～2，397

〃　　〃　小松川1～4

〃　　〃　　〃　1～1

ノノ　　　　〃　　　　〃　　1＾》3

〃　　　　〃　　　　〃　　　 1戸》2

〃　　　〃

〃　　　〃

〃

「
〃

南船堀町

葛飾区上千葉町
　　　　　1，768
　〃　奥戸本町
　　　　　1，000

敷地
（m2）

160，070

99，000

231，000

132，000

9，084

10，560

52，8qo

26，400

17，160

82，500

118，800

42，900

85，800

58，410

89，100

6，270

26シ400

33，000

73，920

39，600

33，000

33，000

103y270

57，550

227110

72，600

地下水

m3／day

6，300

2，400

7，000

400

37500

2，200

400

・450

1，500

2，800

2，880

3，400

2，700

3，120

12，000

3，840

　700

1，000

400

3，000

1，800

2，000

1，360

6，050

5，000

5，000

6，500

6，000

河川水

m3／day

33，600

123，800

15，000

1，580

950

3，200

海水
m3／（lay

10，000

205000

上水
道水

m3／（iay

36，000

30

180

10

2，400

500

50

420

290

120

200

100

1，600

17000

500

60

80

250

、100

100

朔水総
取得量
m3／day’

6，300

72，000

130，830

400

3y500

2，300

400

450

1，510

5，200

3，380

3，450

15，000

2，700

3，540

12，000

4，130

　820
10，200

1，1100

2，000

2！，，000

5，080

1，800

3，010

1，440

6，300

8，200

5，000

6，600

6，F100

井
戸
本
数1

5
5
9
2
3

2
1
1
1

5
4
8
2
3
2
8
2
1・

0

1

2

0
4

2

2
2
3

5
4
2

3
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東京都江東および都北地区における工業用地下水補足調査報告（高橋　綱）

　これら300m台の深度に依存する地下水利用は水質・

水温の面からいって条件として不適な点もあるが，年間

に宰均して2～3m以上の割合で水位低下が生じている

現在，今後ますます300m以深における帯水層の利用が

増加するものと考えられる。

4．地下水圧力面の低下

調査対象工場における深井戸揚水水位の深度状況をと

りまとめてみると第3図に示す通りであるが，これによ

ると個々の収水層深度は不同なために少々ばらついてい

深

度

ん

るが，全体としてながめると，その圧力面低下は著しい

ものがある。とくに著しい圧力面低下の生じている荒

川・墨田区などでは揚水による地下水位の深度が45～

55mとなっており，年々地下本利用量の，増加も手伝っ

て全般的に著しい水位低下を示すに至っている。このう

ち墨田区の一部では揚水水位が60mを突破し，もっとも

深くなっているものがある。これについで地下水面の低

下を示しているめが足立・北区などとなっており，さら

に上流側の北区および板橋区などでは地下水の揚水水位

が25～35mとなっている。また江東区における圧力面
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第2図　江東・城北工業地帯における深井戸収水管深度状況

　　　（昭和35年5月）

0

5

／0

／5

20

　25
揚

水30
水

　35
位

の　40

深

度45

盆50
）　55

60

距

70

戸 板　橋　　区 北　　区 足立区 荒川区 墨田区 江東区 江戸州区 葛

田
町
　
　
　
　
　
一 一　一　F　　一　一　臼　齢　F　鞭　　－　“　冒　冒　一　冑”　』

飼
区

●

　●
　9●

　・oo　　　●
●

0 一
N　　一　　　一　　　　一　　　　一　　　　一

　　　　　　■ ●

5 ●＼　　　　　も
　　　　●　　　●●

　　　　　● ●

●

■一＿一
●

0 一 一岡一7一一一一一一一一－一一 一
、　●o

o

5
．　　　　　●

●　　●　　●
●　●

●＼ ●

●
　
●

●／

●　’＿＿＿＿＿
●一一一一一一冒一 ●一一一一一一

一＿■＿＿　＿

0
￥

●　　　o
●　　　　　　　●

　　　●
，●

●
●

／
●

5

●　、●

　＼●o
　　o　　　●
　　●　● 　　■　●●

●
●
●

　●

●
●

●　●●

．7

●　　　　　●　　　　● ●
● 〇一〇 一一一一一〇〇 　　●一〇一一一一一

一●一＿＿！一し
0

＼
o　　　●

●　　●●　●

●
　
●

o
　
● 0 瓢5

o

o
o

●

●

0 一 一　一　一　一マ曽鼎一　｝一一呵一一一 ”〇一F一一一 o

5

0 o　●

o ●

o

500

揚6000

刻く

量

暗

イ5〃∂

己o卯

4510ク

畠昭〃

25即

第3図　調査対象工場における深井戸群の揚水水位

　　　（昭和35年5月）

及駆 北　区 足立区 荒川区 墨田区 江東区 1工戸州区 葛

飾

o o

区

0

O　　O

　Oo
／

o
　
o ／

o
o o

o
。
、
∠

。
．

＿　　　9一
σ6冒

o

o O一　一　σ　ro－一　”

〆グ
　〆

　　　oo o

oo

o

o

o
O
oo

0
循。乙 一一〇

o
’

1
0

・シ

o

o

第4図深井戸における1井当りの地下水揚水量

　　　（昭和35年5月）

49一（36！）



地質調査所月報　（第12巻　第11号）．

第2表　東京都都北・

No

1
2

3

4

5

6

7

・8

9

10

11

地区名

戸田町

板橋区

〃

〃

〃

〃

北区

〃

〃

〃

〃

工 場 名

東洋ジルコニウム，KK戸田工場

日清製紙KK東京工場

大日本インキ製造KK東京工場

志村化工KK

凸版印刷KK板橋工場

オリエンタル酵母工業K：K東京
工場

雪印乳業KK東京工場

日本製紙KK東京工場

太平製紙KK．

中外製薬K：K浮間工場

鈴木金属工業KK

井戸
番号

1
1

2

1
2
3
1
2
3
4

5
1
2
3
4

1
2
3
4
5
1
2
3
4

．5

1
2
3
4
5
6
7
8
9’

10

1
2
1
2
3・

4
F
1

墾井
年度

S－32

S－31

S－34

S－13

S－13
S729

S－11

S－30

S－31

S－31

S－32

S－13

S－13

S－28

S－31

S－4

S－8

S－23

S－25
S－32・

S－30

S－30

S－17

S－34

S－10

S－11

S－16

S－16

S－16

S－30

S－31

S－32

S－33

S－34

S－13

S－11

S－31

S－32

S－33

S－35
S－8

難井側
管孔径
（m／m）

350

350

35Q

200

250

300

「300、

300

300

300

350

300

300

300

350

150

200

250

300

300

350

350

200

350

350

350

350

350

350

350

350

350

－350

350

300

300

375

375

375
’
3
7 5
175

墾井
深度
（m）

166

h230

257

91

151

130

97

．75．5

75．5

184．5

242

85

85

145

136．

77

76，5

75．5

98，3

100

212

208’

136

272

254

182

106

106

182

257

272

257

181．4

364

91．8

184

194

200

260

260

82

ストレーナー深度（m）

71～81，109～120，129～1397154．5’》162

74．6～84，5，　99．5～108，　118戸》132，

150．5～159．5，　206・・》224

120～130．5，　147～158，　208～225，
236’》246

27～33．3，　41．5～47，　62，5～72

24～33，37．5～41．5，46．5～51，　62～71

70．5戸》75，　90～94．5，　110．5～120，

142～147，　176～181

24戸》27，　45～？

25．8～29．5，33。5戸》43．5，76．5州93，109～145

38．7～43．5，　50．2～54。5，　62二5’》71．5，

82《’91，　107～116

39～42，　53《ノ57．5，　68’》70

36《イ40，　54《ゾ58，　68～78

26～30，　39～44，　54’》59，　70～75，5

39～49，　54’》59，　67．5～76．5，　88，戸》92

79’》84。5，　165～185．5，　190～IL99。5

，78。5～84．5，165。4～193・7，195・5～199・5

74～84．5ラ　173～204．3

62～68，　74．5’》81，　125～134．51

124～141，　153戸》158。8，　165《’17035

200．5～236．5，　248．5～260．4

195～220，　235～250

45～50，　65～75，　165～180

30～40ン　50～60，　70～75，　95～105

50～60，　70～75，　95～105

65’》75，　110～120，140～145，170～180

184～197，　207～224，　250～263

166～180，193。6～211．8，234．3～248．4

45。5～51，　63．8～72，　91～97，

163．2～181．3

180～226．5，　238．5～251，　282＾》294。5

300～307，　332～338

41～47，　54淘57，　61～67，　88～91

162～177

’
1
9
3 戸）212，5，237’》2481

184《ノ206，233～245

50一（862）



東京都江東および都北地区における工業用地下水補足調査報告（高橋　棚）

江東の用水型工場現況（1） （昭和35年5月現在）

ポンプ種類大きさ

200m／m　SP50正P

175m／m　SP551P

175m／m　SP601P

　75m／m　SP151P

－100m／m　SP201P

125m／m　BH20H》

150m／m　SP40H》

150m／m　SP50王P

150m／m　SP321P

150m／m　SP321P

150m／m　SP55kW

100m／m　SP45H⊃

125m／m　SP251P

150m／m　SP451P

150m／mSP40正P

100m／m　BH151P

125m／m　BH251P

125m／m　SP4与IP

150m／m　BH851P

150m／m　BH85H》

100m／m　BH301P

100n玉／m　BH！5臣

200m／m　BH100H》

175m／m　BH40H⊃

175m／m　BH40H｝

175m／m　BH30正P

175m／m　BH30王P

150m／m　SP401P

150m／m　SP451P

175m／m　SP901P

200m／m　BH301P

200m／m　BH401P

175m／m　SP90王P

125m／m　SP30王P

125m／珊SP30H｝

175m／m　SP601P

175m／m　SP70旺⊃

175m／m　SP701P

175孟／m　SP701P

75m／m　BH10H》

自然水位
　（m）

4（S－32）

11（S－34－4）

22（S－35）

6（S－30）

77（S－31）

10（S－32）

38．8

35．5

17．5（S－34‘7）

16．5（S－33－7）

10（S－31）

揚水水位
　（m）

12（S－35－5）

18．7（S－34－4）

吸水管
深　度

（m）

27

17．1（S－34－4）127

25（S－35）

7．5（S－11）

17（S－33）

15．5（S－31）

19．5（S－32）

、18．2（S－33）

38（S－35）

28（S－35）

44（S－35）

42（S－35）

45

　　45
45（S－35－3）

45（　　）

57（S－25－2）

44。5（S－35－5）

60

35

36．1・

13．9

32

33．6

27∫5

33．2

14。6

35．O（S－35－5）

34（

25（

26（

・）・

）

）

35

65

60

60

52

63

60，5

33

33

42．5

揚　水　量
　（m3）

1，000m3／day

　井戸3本で’

　4，500m3／day

2，350m3／day

1，400m3／day

1，900m3／day

2，100m3／day

25m3／h

70m3／h

75m3／h

75m3／h

15m3／h

100m3／h

4，350m3／day

3，500m3／day

3，300m3／day

3，600m3／day

3，000m3／day・

1与Om3／h

　　～

200m3／h

183m3／day

揚水
時間

15

20

20

20

20

20

13

24

5
4

24

24

24

12

12

12

12

備 考

抄紙機1，台

3号井の水位低下2．7m／h

3号廃井

10号井排砂多い

S－26年頃まで自噴していた

51一（863）



地質調査所月報（第12巻第11号）

：No

．12

13

14

15

16

17

18

19

20

地区名

川口市

北区

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

工 場 名

日本麦酒K：K川口工場

科研化学KK十条工場

宝酒造KK王子工場

十条製紙KK

日本加工製紙KK

大蔵省印刷局王子工場

保土谷化学工業KK第1製造所

日産化学工業KK王子工場

日本油脂KK王子工場

井戸
番号

2
3
4
5
1
2
3
4

『
5

6

7
8
1
2
3
4
1
2
3

4
1

2

1
2
3

1
2
3
1
2
3
1
2
3
4
5
6
7
8
9
1

12

3

墾井
年度

S－31

S－34

S－35

T－12

T－13

T－14
S－2

S－13

S－33

墾井側
管孔径
（m／m）

200

200

200

250

300

300

300

300

300

S－34　300

S－35　300

S－25　325

S－26　350

S－27　350

S－34　350

S－21200
S－24　300

S－29　350

S－35

S－34

S－5

S－14

S－28

S－5

S－6

S－15

S－10

S－31
休井

丁一15

S－32

S－21

S－26

T－15

S－32

S－31

S－26

S－34
S－6

S－12

S－12

350

350

350

250

350

300

250

250

300

・300

300

350

，250

300

300

350

300

300

350

300

250

250

撃井
深度
（m）

106

106

1851

91

160

245

250

257

！13．．5

121

121

196．．8

106

181。3

221

199．5

212

184

121

330

266

196．8

212．0

151

247

157

157

157

243

157

182

162

219

180．5

72，5

112

ストレーナー深度（m）

53’》71，　76。5～83

54’》63ン　75～82，　91～100

55《ノ65，　76～84，　89．5戸》95

149～150，　166～173

47～53，　77戸》84

77～84，　125～133，　154～163

169～175，　194～206，　230～236

151．3《ゾ163，　173《ゾ184，　199＾ゾ205，

234～240

153～163，173～180，202～223，242～247

11～24，28～37，39＾ず43，71～73，93～104

18～33，　67～73，　96《ゾ106

29～33，　38～42，　57～72，　91戸》102

6亀～69，112～118・130～136・167～177

61～66ラ　77～83ン　101＾》106

108《’112，　1！7～123，　134～146ン

151～156，　162～174

33．3～41．4，　47．4《’50．2，　53．・5戸》59．6シ

65・7～71・7，　91～100，　121．4～133．5，

144～147，　176～194、2

28～76．5，　188～20．3

151．3～175．3

38～42．3，　59ん62，　66．7～74，

101，4～110．5

132～139，162～168，183～189，202戸》213

108～124．7，　170～175．5

23～29，　40＾ブ45．5，　67。5～72．5

69．5～77．5，　106．5～112

52一＝（864）



東京都江東および都北地区における土業用地下水補足調査軸告（高橋　調）

ポンプ種類大きさ

75m／m　SP101iP

75m／m　SP36H》

75m／m　SP101P

125m／m　SP20H》

125m／m　SP50正P

125m／m　SP50正P

125m／m　SP501P

125m／m　SP50H》

150m／m　BH301P

150m／m　BH30H》

、150m／m　SP351P

100m／m　BH151P

125m／m　SP321P

150m／m　SP401P

150m／m　SP40P
150m／m　SPl501P

150m／m　SP501P

125m／m　BH30王P、

150m／m　BH40正P

150m／m　AL50H⊃

、150m／m　AL50王P

125m／m　BH25王P

175m／m　BH401P

125m／m　SP501P

150m／m　SP41kW

130m／m　BH30H》

100m／m　SP301P

125m／m　SP41kW

！25m／m　SP30kW

150m／m　SP45kW

150m／m　SP45kW

100m／m　BH25H》

100m／m　BH20王P

自『然・水位

　（m）

19（S－34）

20．4（S－35）

23，4

30．2（S－31）

23（S』一31）

　　」

20（S－31－12）

　　一、

36（S－35－3）

28（S－31）

揚水水位
　（m）

22，5（S－34）

28．7（S－35）

27（S－35－5）

26．7（S－35）

38。5（S－33）

49（S－33－7）

60（S－33－7）

29（S－31－9）

41

43

39（S－35－2）

39（S－35－5）

54（S－35－5）

61（S－35－3）

59（S－35－1）

44（S－33）

28，5（S－31）

49（S－34－12）

吸水管
深　度
（m）

36．8

40

40

35

・40

40

45

48．5

45

54．5

51

51

48．4

64

65

66

83

揚　水　量
　（m3）

183血3／day

365m3／day

183m3／day

　40m3／h

50m3／h

90m3／h

　90m3／h

　90m3／h

　12m3／h

　26m3／h

　45m3／h

700m3／day

900m3／day

180m3／day

110m3／h

130m3／h

40m3／h、

1，800m3／day

1，200m3／day

180m3／day

1，200m3／day

1，200m3／day

1，200

60～70m3／h

1，200m3／day

　35m3／h
　35m3／h

揚水
時問

！0

10

24

24

24

24

24

24

24

24

24

24

24

24

24

　14
2号井と
交互使用

　24

　24

　24

　24

24

24

24

24

24

8
13

備 考

4号廃井

1号井はS－20年頃自噴

3号井は廃井

1号井廃止

1号井水位低下のため休止

1号井廃止

臼5号井廃井

揚水水位59～61m（S－35－2）

53一（865）



地質調査所月報（第12巻 等11号）

：No

21

22、

23

24

1
2
5

26

27

28

29

30

31

地区名

北区

〃

〃

足立区

　〃

ノ1

〃

‘

〃、

〃

〃

〃

工・ 場 名

，日本フエルトKK王子工場

保土谷化学工業KK第2製造所

騨麦配疎京土場

東京製鉄KK

高崎製紙KK千住工暢

日本皮革KK

日新染布KK本社工場

日清紡績KK西新井化成工場

東京電郷花畑変前．

東享セ・フアン細

三薮紙KK

井戸
番号

4
5
6

1

2
．

3
4
1
21

3
4

1

2

3
4
5
6

1

1
2
3

1
2
3
4、

5
6。

7
8
！

2
1
2
3
4
1
2
1

2
3

4

1

墾井
年度

S－17

S－26

S－34

S－5

S－10

S－14

6－9

S－11

S－30

S一34

S－29

S－31

S－31

S－34
も一35

S－6

S－27

S－34

S－14

T－14

S－14

S－17
S－9

S－6

S－29

S－35

S－24：

S－10

S－10

S－31

S－34

S－26

S－8

S－27、

S－31

S－35

S－32

馨井側
管孔径
（m／m）

250

300

300

200

300

300

350

250

250

300

350

300

350

350

350

350

350

300．

350

37廷

諭
313

350

350

375

250

40σ

400

300

300

300

300

300

300

250

250

300

300

300

350

繋井
深度
（m）

　151

　181

　145

．202．5

199．7

　201

　51．7

107．6

　80

　221

　67．5

199．5

　199

　105
　199

　199

浅井戸

fo6

　136
211．8

　163
193．5

　76

　76
i13

　160

　142

　104

　112
　75．5

　75．5

151．5

　121

　151

　147

　200

　9正

　230

　269

ストレーナー深度（m）

86～104

115．5～132．5，　170～176。5

25．5－32・宅4L5－45・56♀・5－83

111．5～113．3，　122．8～131

124。5～129，　167～172，　185＾レ191，

193～196
124～130，178～187．5，190ん197

186《ノ193．6，　196～201

72．5～83，　154’》167．7，　186～191．2，

脳ら3～118。520五6～212●5

・・6」卿65一・9・

126～152，　！66～171，　175～198

44．5～68．7，81．5～102
、。、一i。6，、、2一、2、，、36ん、4名、57紳、9。

106～！0町13～！2既15叫62～194

64～68・86・5乍90▼

70～88，　100～！08，　127《ノ133，

156～162，　！74～198

32～37．5，　59～62．7，・124～133

57・5～62，83～87，109－121，160～168・3，

±60

±60

37～40。8，57～60，・83～91．5

46～49，59～63，85・5～92

86～89，　96～107》　118～124，　131～136

65．8～85，　97～107。3

48～6α1313～11卸3

87～92．5・90’》114・133～127，14215～147

・13一・39・6・一・6◎手8・一・93

197戸》199．5

66．7～81．8

97～112，　125．5～134．5，　187．6～192，

195～199．77　208．8～222。4

124～134．6，159．8～171，8，178。4～188．3

193．8～199，205’》210．3，213．8～229．3

54一（866）



東京都江東および都北地区における工業用地下水補足調査報告（高橋　稠）

ポンプ種類大きさ

100m／m　BH201P

、125m／m　BH401P

125m／m　BH25H》

100m／m　SP301P

150m／m　SP501P

150m／m　BH501P

160m／mSP60仔

125m／m　BH40H｝

125m／m　SP35H⊃

125m／m　SP351P

100m／m　SP40H》

150m／m　SP601P

150m／m　SP60正P

75m／m　TP
100m／m　TP

175m／m　BH451iP

175m／m　BH40正P

150m／m　SP60正P

125m／m　BH401P

150m／m　BH40王P

125m／m　BH401P

125m／m　BH40H》

125m／m　BH301P

125m／m　SP301P

125m／m　SP401P

150m／m　BH301P

150m／m　BH251P

150m／m　BH351P

150m／m　BH251P

125m／m　SP20H⊃

125m／m　SP25H｝

125m／m　BH30至P

125m／m　BH251P

150m／m　BH25王P

150m／m　BH301P

150m／血BH501P

150m／m　SP60正P

175m／m　SP601P

自然水位
　（m）

40

31（S－35）

36

37

32

39

37

30

4！

33（S－33）

　　53

24（S－34）

37（S－35－1）

揚水水位
　　（m）

33（S－34－12）

57（S－34）

55（S－34－12）

　　46
45（S－34－7）

37．2（S－35）

45（S」35）

47（S－35）

45（S－35）

49．5（S－35）

46．3（S－35）

40

45

55

41（S－34－6）

42（S－34－5）

48（S－35－3）

69（S－35－3）

24（S－33）

29（S－35－5）

35（S－35－5）

吸水管
深　度
（m）

41（S－35－5）

46．5（S－35－5）

48．2（S－35－5）

34．7（S－35－5）

58（S－35－1）

64

54

53。6

56

56

50

55

65

65

60

60

72

51

51

53

42

57

63

30

65

48

50

揚　水　量
　（m8）

800m3／day

900m3／day

　50m3／h

800m3／day

1，800m3／day

2，000m3／day

1，000m3／day

1，000m3／day

1，600m3／day

1，000m3／day

1，600m3／day

17m3／h

55m3／h』

50m3／h

40m3／h㌧

7Q　m3／h

50m3／h

3，800

揚水
時問

22

18

24

24

24

24

24

24

24’

24

16

2～3

24

24

24

24

24

24

24

24

24

備 考

揚水水位55～60m

1号井昼夜稼動

2号井夜間のみ使用

3号井休止
4号井昼のみ揚水

1号井休井
揚水水位45～49m（S－35－4
現在）

煙突基礎の湧水を使用，ただ
し現在河川水に切変

4号井の計画あり

水位低下著しい

2号井廃止

抄紙機　4台

昭和8年頃の自然水位2m位

55一（867）



地質調査所月報（第専2巻第1L号）

No

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43’

地区名

足立区

　“　’

荒川区

　〃

〃

〃

〃

〃

　〃

墨田区

〃

〃

工 場 名

日建製紙KK

：KK吾嬬製鋼所干住工場

平岡織染K：K

大和毛織KK南干住工場

鐘ケ淵紡績KK南干住工場

大日本紡績KK東京工場

東京瓦斯KK千住工場

旭電化工業KK尾久工場

キングレコードKK

鐘ケ淵紡績KK東京手場

KK資生堂東京工場

永柳コルク工業KK

井戸
番号

2
3
4

1
2
3
1

1
2
1
2
3
4
5
1
2

3
1
2
3
4
5
1
2
1
2
3
4
5

6
7
8
9
1

2
1
2
3
5
6
1
2
3
1

墾井
年度

S－32

S－33

S－34

S－3
S－10『

S－32

S－34

S－2？

S－34

T－3
＄一5

S－5

S－26

S－28

S－11

S－28

S－12

S－12

S－9

S－8

S－30
S－7

S－18

S－33
、S－8

S－10

S－11

S－12

S－13

S－12

S－14

S－12

S－33
S－8

S－10

S－10

S－10
古

S－16
S－28
S－32

墾井側
管孔径
（m／ln）

墾井
深度
（m），

ストレ＿チ＿深度（m）

375’24262ん68，86～9名108～115120～12牝
　　　　　157～166，188～195少200～205，213～215，
　　　　　228～238
200　　　　76　　51～56少　68～73

3001言2．551～56．5，66．5～77．5，120～128

300　21570～77，121～125，129～150，178～202

300119562～87．5，96～103，129～138．5，
　　　　　160～168，　180．5～190

300　　　160　　　139～152．5

300　　　104　　57．5《ゾ70，　91～93

300　181　　　　　　　　－

300　一　　　　　　　　　　一

3002721　　　　＿
300　130　　　　　　　　　－
300　　－145　　32～39，　55《♂59．5，　69～32．5，　87～91．5

250　　　146　　74～77．5，　107。5～110，　120《’131．5

300　151．5　74。5～83，　110～113．5，　124．5～130∫

　　　　　145～148
30613674～76，106．5～108。5，119．5～130．5

300　　151．5　　　　　　　　　　　　　　　　－

30012143～48，57～6幻6～8易19＄～116
300　136　　　　　　　　－
300『　85　　　　　　　　－

300　　65　　　　　　　　－

300　194　　　　　　　　－

250　252　　　　　　　　　－
350　　　　85　　28《ノ47．5，　61～63，　76《ノ85

300　　　152　　112～124，　139～144．5

350212192・5～208・190～2152887287
350　　　303　　190～215，　280～287

350　　　196　　99～105，　116．5～119．5，　137～150，

　　　　　190～195．5
350　212145～150，157～163，194．5～207

350　　　212　　98．5’》107，　181．5～195．3

350　一　　　　　　　　　一

350230　　　　　／－
11250　18185～94，『107．4’》113．5，137．4～148，

　　　　　165・》171

，350　20095《’107，116～127，139～149・159’一181

300　118一　　　　　一
300　　　165　・　　　　　　　　　　　　　　　一

300　122　　　　　　　　　－
300　　　242　　　　　　　　　　　　　　　　，一

300　118　　　　　　　　　－
300　　　106　　　　　　　　　　　　　　　　　　．一

300　　　154　　85レ　100，　115，　145

150　　　94　　68．5《ノ80，　87．7～91

56一（868）



東京都江東および都北地区における工業用地下水補足調査報告（高橋　稠）

ポント種類大きさ

175m／m　SP601P

175m／m　SP60｝P

175m／m　SP601P

100m／m　BH10亙P

125m／m　BH40…P

125m／m　SP451P

100m／m　SP301P

100m／m　BH251P

lqOm／mBH30fP、

100m／m　BH30壬P

150m／m　BH50王P

150m／m　BH501P

150m／m　BH50H》

125m／m　SP25H⊃

！50m／m　BH401P

125m／m　SP25H｝

！25m／m　BH40正P

175m／m　BH351P

100m／m　SP351P

150m／m　BH50H》

150m／m　BH35H｝

150m／m　B］日［30H》

100m／m　SP301P

200m／m　BH40H⊃

125m／m　BH401P

130m／m　BH301P

150m／m　BH601P

150m／m　BH601P

150m／m　BH601iP

125m／m　SP401P

125m／m　SP401P

125m／n≦SP401P

125m／m　BH20正P

125m／m　SP451iP

150m／m　BH401P

150m／m　BH301P

150m／m　BH401iP

150m／m　BH301P

　　　　BH201P
125m／m　BH30H》

125m／m　BH301P

125m／m　SP50H｝

80m／m　BH101P

自然水位
　（m）

30（S－35－1）

35．8（〃）

35（　〃　）

40（S－35）

31．5（S－32）

　45’｝48

51（S－34－10）

43（S－33－4）

　　36
42（S－33）

39．4（S－33）

42．5（S－35）

42．5（S－35）

41（S－33）

　　　　　　阪水管
揚水水位　　　　　　際　度
　（m）
　　　　　　　（m）

50．5（S－35－1）

50（　〃　）

46（　〃　）

42．5（S－32）

44．5（S－35－1）

50（S－34）

ポンプー杯で揚
　　　　　水

62（S－34－10）

53（S－35－3）

52（S－34）

　51（S－35）

　45（S－34）

　47．5（35－2）

　　　46

56．5（S－33－12）

　53（S－35）

53（

54．3（

54．3（

51．6（

〃

〃

〃

〃

）

）

）

）

52．6（，〃）

50

43．6

50

50．6（S－33）

40｛’45（S－35）

　　〃

　　〃

　　〃

50（S－35）

48（S－33）

31．4

50．7

54

62

55

55～60

　55

　70

　60

57

70

60

44

14

37

60

27

69

79

40

67

45

67

64

揚　水　量
　（1n3）

4。5QO

4，800

4，800

　52m3／h
1，200m3／day

1，200m3／day

い7・m3／h

400m3／day

600m3／day

300m3／day

1，1600m3／day

50m3／day
50m3／h

70m3／h

70’m3／h

80m3／h

85m3／h

40m3／h

　300m3／h

1
，
，500m3／day

1，800m3／day

　60m3／h

　78m3／h
400m3／day

揚水
時問

．24

24

24

24

24

16

6

24

24

24

24

24

24

24

24

24

10

　8

15＾》16

備 考

撒揚水／il繍

揚水水位平均50～62m

排砂多く揚水量減少

平均揚水水位40～45m

5号井廃止

2号井廃止

57一（869）



N己

44

45

46

47

43

49

50

51

52

53

54，

55

56

57F

趣名

墨田区

　〃

　”．

　〃

　〃

〃

〃

江東区

　〃

〃

〃

〃

〃

〃

地質調査所月轍細巻 第1工号）

工 場 名

明治製革KK本社工場

アヅマ製永冷蔵KK向島工場

朝日麦酒K』K吾妻橋工場

電気化学工業KK本所工場

東洋紡績KK向島染色工場

KK吾嬬製鋼所吾嬬工場

花王石鹸KK東京工場

三菱鋼材：KK本社製作所

日東化学工業KK中川手場

晒製鋼KK大島工腸

東和醸造KK東京工場
西製鋼KK本社工場
東京ハードボードエ業KK

藤倉電線KK奉社工場

井戸
番号

1
1
1
2
3
5
1
昇

3
4
5．

1
－
2

3
4
5
6
7
8
1
2

1
2
3
4

5
1
2
3
1
2
、

3
4
5
6
7

8
1

2
1

1

1
2
3

墾井
年皮

S－13

S－30

S－29
S
．

一13

S－26

S－13

S－8

S－31

S－34

S－35

S－29

S－29

S－33

s－33

S－34

S－5

S－15
S－5

S－31

S－34

S－11

S二34

S－30

S－14

S－31

s重2

’
S －33

忌⊇7

謡
s三2

s⊇

墾井側
管孔径
（m／m）

300

300

300

350

300

250

300

300

400

300

350

350

300

400

350

350

100

350

375

375

350

350

250

300

，350

300

300

300

300

300

355

300

300

250

275

350

350

墾井
深度
（m）

163．5

106

121

　82

　30

115

151

151

121

199．5

170

121

136

118

121

127

127

100

350

83．5

5q

156

手60

260

　98

100

152

106

106

151

151

106

151

106

105

95。5

．113

137

ストレーナー深度（m）

58一（870）

－94～1脚39●5～望5051151●5～157●5』

44《ノ50，　54．5～611　64～73）　75～86
5・．5－82、

9～23

76～8！，　93～113．5
63．6～74，149～、58．5’

53～60．5，　67．5～22．5，　105．5f》145．5，

134～139．5，　142～152，　154’》156，5，

157．3～168．5，　205～218．5

84．5《ノ94，　111～125．5，・140～145，

151～156．3

69～ク5，90～135，192～211

97・3［119・126・5～！35・5

59～69．5シ　81．5～97

55・5～67・85～100

54～64，　94～98，　83～88，　183～188

64～68，　80～92，　111’》115，　144～150

57．6～69．7，　82～92．5
62－69，85－96，・04一・・2，、、7一、2ζ

134～133

　　　　　　　　　L
60。5～69．5ン　70．5～77．8，　92．5ん・96．4，

104．4《ノ106

50～75．7，　83．2～103

56．7～71’．5，76．5～86

56・3～70・6，72・4～83・8・86・879島
101．5～104．5



東京都江東および都北地区における工業用地下水補足調査報告．（高橋　稠）

ポンプ種類大きさ

125m／m　SP40王P

150m／m　BH401P

150m／m　BH

100m／m　SP

100m／m　BH

　　　SP

125m／m　BH40王P

100血／m　BH20正P

125m／m　SP40正P

125m／m　SP50正P

150m／m　BH301P

150m／m　BH40旺》

150m／m　BH67正P

150m／m　SP50互P

150m／m　SP50正P

150m／m　SP501P

30m／m　AL（6kg）

150m／m　SP50H》

150m／m　BH401P

150m／m　BH401P

125m／m　SP351P

125m／m　SP＄51P

125m／m　SP60H⊃

150m／m　AL1001P

150m／m　AL

　　　AL
125m／m　BH401P

150m／m　BH251P

125m／m　BH40正P

125m／m　BH40Hン

150m／m　BH30H》
125m／m　BH『40正P

125m／m　SP30H》

125m！m　SP30H》

150m／m　SP20H》

125m／m　SP’35正P

100m／m　BH20王P

自然水位
　（m）

34（S－35）

42（S－35）

　　50』

44（S－34－4）

48（S－35－2）

48（　〃

46（　〃

48（　〃

44（　〃

49（　〃

49（　〃

49．9（S－35－3）

　　20

　　31

18

25．8

揚水水位
　　（m）

41（S－35）

昌4．5（S－35）・

43（S－35）

44（S－35）

62（S－35－3）

55（S－35－2）

55（S－35－2）

62（S－35－2）

62（S－35－2）

67（S－35－2）

吸水管
深　度
　（m）’

59．6（S－35－3）

25

45

49

46

45

45

46

46

！9．5

27

60

70

56．4

50

60。5

80

　54

　75

　95

エヤパイ
プ挿入深

度75m
同上98m

　33

5！．5

　51
51

42

46

45

45

37．5

揚　水　量
　　（m3）

50m3／day

2，200m3／day

　40；n3／h

　40m3／h

　45m3／h－

600血3／day

＄50m3／day

1，100m3／day

520m3／day

230m3／day

1，000m3／day

　75m3／h

　120m3／h

　80m3／h
　90m3／h
1，490m3／h

1，200m3／day

2，180m3／day

2，140nエ3／day

1，560m3／day

1，900m3／day

1，600m3／day

　80m3／h

　75m3／h
560m3／day・

1，000m3／day

揚水
時間

6　’

24

24

24

24

3

24

24

24

24

20

20

24

24

24

24

24

24

24

22

24

16

備 考

排砂著しく揚水量激減

2号井廃止

水質悪化のため4号・6号井廃止

2号・3号井廃止

C1一・…190mg／1（S－35，3，11
　の測定）

5号井揚水水位約60m
1号は廃井，井戸側管の抜上り
　　　　　　　　　　　1．20m

1号井ケーシング深度34mに
て喰い違いがある

4号井廃止

2号井から720m3／dayを小池
　酸素に供給している

井戸なし（海水使用）

C1－1，502ppm（着色水）

59一（871）



地質調査所月報（第12巻・第11号）

No地区名 工 場 名

5翫東区

59江声
　　川区一

60　　〃

61　　〃

62　　〃

631　〃

64・　〃

65　　一〃・

66葛爵国

6ブ，，

68江東区

69　　〃

註）BH沫アホールポ渉

井戸
番号

墾井
年度

墾井側
管孔径
（m／m）

墾井
深度
（m）

　　　　　　　　　　　　　　　　　4　S－3　　350

日新製糖KK豊洲工場

ライオン油脂KK平井工場　　　　　　　　　　　　　　　　　1　S－9　　300

　　　　　　　　　　　　　　　　　2　S－23　　300

　　　　　　　　　　　　　　　　　3　S－26　　300

　　　　　　　　　　　　　　　　　4＄『32350．
名古麟糖甑鯨工場臼
　　　　　　　　　　　　　　　　　1＄一16　－

　　　　　　　　　　　　　　　　　2　S－30　　一

　　　　　　　　　　　　　　　　［1　S－29　　300日本化学工業KK小松川南工場
　　　　　　　　　　　　　　　　　2－S－10・　200、

　　　　　　　　　　　　　　　　　3　S－12　　300
　　　　　　　　　　　　　　　　ガス　　　　　　　　　　　　　　　　　　S－28　　一
　　　　　　　　　　　　　　　　井日本　葉K　川燗　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　－　　　250’

　　　　　　　　　　　　　　　　　2　　－　　　80

　　　　　　　　　　　　　　　　　3　T－9　　175

　　　　　　　　　　　　　　　　　4　T－10　200

　　　　　　　　　　　　　　　　　5　S－6　　300

　　　　　　　　　　　　　　　　　6　S－33　　300

　　　　　　　　　　　　　　　　　1’　一　　　＿日産化学工業KK小松川工場

　　　　　　　　　　　　　　　　　2　Sム25　　350

　　　　　　　　　　　　　　　　　3　S－29　　350

　　　　　　　　　　　　　　　　　4　S－32　　350

等1響KK船堀工場　　　　　　　　　　　　　　　　　1　S－13　　300

　　　　　　　　　　　　　　　　2』S－14　　350

　　　　　　　　　　　　　　　　　3　S一一29　　350

　　　　　　　　　　　　　　　　　4　　－　　　200

　　　　　　　　　　　　　　　　　5　　－　　　150

日軽アルミニュームKK　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　一　　　一

　　　　　　　　　　　　　　　　　2　　一　　　一

　　　　　　　　　　　　　　　　　3　　一　　　一

　　　　　　　　　　　　　　　　　4　　一　　　一

　　　　　　　　　　　　　　　　　1　S－27　　350轡合郷　第2干場
　　　　　　　　　　　　　　　　　2　S－33　　375

　　　　　　　　　　　　　　　　　1　S－11　　300森永乳業琴K東京工場

　　　　　　　　　　　　　　　　　2　S－17　　300

　　　　　　　　　　　　　　　　　3　S－34　　350

　　　　　　　　　　　　　　　　　4　S－35　　一

鯨電力K蹄鯨効雑所
鯨瓦躯燈洲工場　　　　　　　　　　　　　　　　　1　1－　　300

　　　　　　　　　　　　　　　　　2　　一，　300

　　　　　　　　　　　　　　　　　3　　一一　　’300

　　　　　　　　　　　　　　　　　4　　　　　　300
　　　　　　　　　　　　　　　　　5－S－341

　　　　　　　　　既　rl一ポン譜翻フトポンプ

91

151

106

　91
150

　75

　75
110

　75

　74

68．3

115

　85

115

115

　73

106

iob

104

224．5

120

180

156

　83

　44

零42

346

310’

312

　85

341

220

225

230

200
1i5

ス地一ナー深度（m）

　42．7短52，　60．5～68

，30～3L537・8～43，4手～43・54“～46・5

49～5＆71～7叫～105130～139．

52．3ル75．3・

　95～105

55～64

58戸》70

93～105

　　　　　　　　　　　　　イ
69～74∫83～86・86～93，190～101

砧一7α82．7－96．＆、45一、58

’61イ》76，1103～115

！00～110，一132～150，　165～169

85～92，　103～110，　116－1227　145～156

、94－2。、，2、2－22禽24、一266』3。4－3、6

252，5～259，267．5～271，292～306

253～261，　271．5ぐ》275・　293～309

53，3～77．2

298～331

49．44～115

TP；タービンポンプ



東京都江東および都北地区における工糊地下水補足調査報告（高橋稠）

ポンプ種類大きさ

125m／m　BH251P

125卑／m　BH30H》

125m／m　SP35H⊃

150m／m　BH351P

125m／m　SP351iP

100m／m　AL201P

100m／m　BH351P

125m／m　BH40H》

100m／m　BH20H｝

125m／m　BH301P

125m／m　BH301P

30卑／m　AL101P

125m／m　BH20王P

100m／m　BH201P

125m／m　BH40H》

150m／m　BH30H》

150m／m　BH50H｝

150m／m　SP40H⊃

125m／m　BH301P

150m／m　BH501P

150m／m　BH501P

　　　AL

　　　AL

200m／m　SP60王P

200m／m　BH115H》

200m／m　BH751P

175m／m　BH301P

175m／m　BH401P

175m／m　BH401P

20σln／m　BH501P

　　　BH

125m／m　SP40H⊇

125m／m　SP401P

自然水位
　（m）

29（S－32）

　　40

28．5（S－32）

34（S－34－6）

　28．5

　27．3

　27．3

　27．3㌔

揚水水位
　　（m）

36（S－32）

44（S－35）

49（S－35）

40．5（S－35）

　　67

49（S－34）

38．8（S－35－3）

41（S－35－3）

41（S‘35）

36．4（S－35）

36．4（S－35）

36．4（S－35）

吸水管
深　度
　（m）

56

56

45

80

52

43

40

37

44．5

51．5

51．5

38

38

38

揚　水　量
　　（m3）

40m！／h

90m3／h

50m3／h

90m3／h

1，200

1，800m3／day

1，600m3／day

1，700m3／day

2，700m3／day

　630m3／12h

2，000m3／day

2，700m3／day

｝3・・㎡／day

1，800m3／day

3，600m3／day

2，450m3／day

　113m3／h

　155m3／h

　　25m3／h

揚水
時間

12・

24

24F

24

24

12

24

24

24

24

！2

24

24

24

24

10

20

20

備 考

井戸なし（海水20，000m3／day
　　　　　　　　　　　　使用）

現在ガス井戸廃井

2号井休止（ポンプベース35
年間に地上1．5m抜上り）

3号井休止

5号井廃井

1号井廃止

着色水

ALのため水位（測定）不明

2号井戸側管の抜上り2年間
　　　　　　　　　に0．20m
1号・2号井とも排砂が多い

井戸なし，海水
　　　　1104，000m3／day使用

　〃
　　　　130，000m3／day使用、

澤井戸着色水
　　　　Cl一，700～1，000ppm

61一（873）
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の深度は40m台となっており，荒川・墨田区などの内

陸側にくらべると，わりあいに浅いものとなっている

が，これは海水の供給をうけて地下水が塩水化している

ためと考えられ為。

　昭和31年における前回の調査当時には1井当り平均

して2，000m3／day以上の地下水が得られていたのであ

るが，今回の実地調査結果によると水位の低下がひどい

ために最高1，000～1，300m3／day程度の揚水が限度

となっている。さらに揚水に伴なう排砂が著しいため揚

水量を加減せねばならない状態となっているどころがあ

り，とくに圧力面低下の『もっともひどい荒川・墨田区など

の」部では辛じて500m3／day程度の揚水を行なってい

るところがある。1こうした圧力面低下の現象は当然地盤

沈下の誘発をよび，沈下による井戸側管の抜け上がりお

よび井戸枠コンクリート基礎などの破損がすべての地点

で目立ってひどくなっ1ている。

5．結　　論

　調査地域内深井戸群にみられる被圧面地下水の圧力の

減退は年々地下水の利用量の増加も加わって，上流側の

北区から板橋区に向かってますますその拡がりかたが著

しくなっていくものと考えられる。

　このような経過からながめると，こ＼数年のうちに荒

川・墨田区などではたとえ水中モーターポンプを用いて

もその挿入に経済技術的限界があるので，結局深井戸に

ある地下水利用が著しく困難になる時期が到来するもの

と考えられる。

　過大な地下水の揚水は，その塩水化を招くとともに，

地盤沈下の促進をも誘発しているが，国土ならびに水資

・源保全の観点からして，一日もはやくこれら江東・都北

を含む荒川流域一幣の沖積低地に，工業用水法を適用し

地下水の利用を厳しく規制していくことが必要と判断さ

れる。

　　　　　　　　　（昭和35年3月～5月調査）

62一（874）




